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2019 年 9月 23日 15:00 16:00 K 氏（ゲストハウスの「風の森キッチン」オーナー） 
2019 年 11 月 23 日 11:00 14:00 E 氏（コミュニケーションデザイナー） 
2019 年 11 月 23 日 14:00 15:00 C 氏（教育関係者） 




・築 47 年の２階建ての民家をリノベーションし、１F にキッチンカウンターとリビング、２F
に男女混合のドミトリー、女性専用ドミトリーがそれぞれ１部屋、さらに個室１部屋を有し、













































































 個別のヒアリングを実施した E 氏（コミュニケーションデザイナー）、C氏（教育関係者）、T
氏（盛人大学 郷土川口再発見コース部会 部会長）を同時に集め、座談会を行った。場所は、
個別のヒアリングと同様に「風の森キッチン」で行った。概要を表 2 にまとめる。 
表 2.座談会の概要 
実施日時 対象者（その属性） 
2020 年 1月 18日 15:00 16:30 
E 氏（コミュニケーションデザイナー） 
C 氏（教育関係者） 
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